






要約 

1)昭和52年以降の葛飾日赤ならびに埼玉医大症例.Preterm前期破水例101例を対象とし,

対照 61 例とともに RDS,感染症の発生を中心に分娩時期につき検討を行った。 

2)RDSの頻度低下,感染症の増加より推定し,前期破水後48～78時間が分娩時期と判断され

るが,妊娠令,胎児体重によって必ずしも一律でないことが推定され,胎児発育,感染面から

の評価による指標の検討や待期・誘導への阻害因子の解明など重要な課題と考える。 


